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二
〇
〇
二
年
度
の
総
会
は
、
全
国
か
ら
百
七

十
八
人
の
会
員
が
集
ま

っ
て
、
多
く
の
ご
意
見

を

い
た
だ
き
、
二
十
年
目
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
当
会
が

成
人
式
を
迎
え
る

一
年
間
と
な
り
ま
す
。

一
九
八
二
年
九
月
、
高
齢
化
は
女
性
に
、
よ

り
深
い
影
響
を
も
た
ら
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

女
性
の
実
態
と
意
見
が
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
現
状
を
改
革
し
よ
う
と
、
私
た
ち
は
集
い
、

発
言
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
で
老
い
を

ｏ
家
族

を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
と
、
調
査
し
、

研
究
し
、
政
策
提
言
を

つ
づ
け
ま
し
た
。
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
、
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で

交
流
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
、
そ
の
ひ
と
つ

の
回
答
で
す
。

も
ち
ろ
ん
介
護
保
険
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
三
年
目
の
介
護
報
酬
の
見
直

し
の
時
期
は
す
な
わ
ち
今
で
す
。
私
た
ち
は
利

用
者
の
立
場
か
ら
、
介
護
保
険
の
通
知
表
を
採

点
し
、
地
域
か
ら
要
望
を
出
し
て
い
く
時
期
に

い
ま
す
。
総
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
さ

に
そ
う
し
た
当
会
の
日
常
活
動
が
集
約
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
は
高
齢
化
の
世
紀
で
あ
り
、
と

く
に
長
生
き
の
女
性
比
率
が
高
く
な
る

「
お
ば

あ
さ
ん
の
世
紀
」
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
の
近
隣
諸
国
か
ら
広
が
る
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
の
世
紀
で
す
。
四
月
の
マ
ド
リ
ッ
ド
会
議
で

緒
に
つ
い
た
ア
ジ
ア
と
の
交
流
、
世
界

へ
の
発

信
を
、
日
本
の
地
域
か
ら

ｏ
女
性
か
ら
始
め
る

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
高
齢
女
性
の
住
ま
い
の
調
査

に
取
り
組
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
の
社
会
の
切
り
札
は
、
高
齢
女

性
の
あ
り
方
。

そ
の
心
意
気
で
今
年
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し

よ

ヽ
つ

。

〈
第
二
十
回
総
会
を
終
え
て
〉

二
十

一
世
紀
の
社
会
の
切
り
札
は
、
高
齢
女
性
の
あ
り
万

「高
齢
女
性
の
住
ま
い
の
調
査
」
に
ご
協
力
を
／

高
齢
社
〈ム
を
よ
く
す
る
女
性
２

ム
代
表

樋

口
恵

子
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高齢社会をよ<する女1生の会第20回総会
2002年 6月 22日 l■ l 於 0日 本プレスセンターホール

第20回総会が、 6月 22日 (土)午後 1時 30分 より、日本プレスセンターホールに於いて

開催された。

まず、「会員総数|,HO名のうち現時点での出席人数178名、委任状546名で本総会は成立」

と司会の松村満美子理事より宣言があり、金森 トシエ議長が選出されて総会が始まった。

2001年度活動報告

〔例会 0シ ンポジウム〕
5月 18日 6 5月 例会 。社会保障のための勉強会 9「高齢期・終末期医療について」
6月 9日 l■l 第19回総会・ トークショー「いつも元気に生きるために」
6月 12日ω 6月例会。社会保障のための勉強会10「医療制度の現況」
7月 3日 ∞ 7月例会 0社会保障のための勉強会11「医療制度の改革」
8月 24日 0 8月 例会 。女性学・ジェンダーワークショップ「病気とジェングー・女

が病んだとき」
9月 8日 CL1 9月 例会・「利用者側から介護サービスに望むもの」
9月 15～ 16日 (土。日)第20回高齢社会をよくする女性の会全国大会・富山

「ゆたかな高齢社会の創造～いのち輝く、ともに輝く21世紀」
10月 12日 0 10月 例会 。社会保障のための勉強会12「 21世紀の社会保障制度のための

医療改革」
11月 12日 0 11月 例会 。社会保障のための勉強会13「介護保険給付ソフトからみた介

護保険の実績」
12月 8日 l■l 女たちの討ち入リシンポ「女性の健康が未来を変える」
12月 16日 lB)女たちの討ち入リシンポ第2弾「女性の年金と生き方、働き方」
2月 4日 lHl 新春例会 0社会保障のための勉強会14「医療制度―社会の安心感と市場

経済の接点」
3月 14日閑 3月例会 。社会保障のための勉強会15「高齢者の現代史一年表から見た

年金・医療・介護」

〔出   版〕『地域でとりくむみんなで育てる介護保険』長野大会シンポ集
『私のまちの介護保険～地方での取り組み実践例』

〔意 見 書〕安心の国づくり。その基礎としての医療改革へ (医療保険制度に関す
る意見書)

全国から84通の回答、11月 26日 厚生大臣に提出

〔会報 発行〕 8回発行  〔オープンハウス〕6回開催
〔運営委員会〕17回開催  〔理 事 会〕 6月 10日 開催
〔会 員 数〕個人会員1,233人、グループ会員103人、賛助会員8人 (3月 31日現在)
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林慶子さん

◎
第

一
号
議
案

「
二
〇
〇

一
年
度
活
動
報
告
」
　
　
林
慶
子

二
〇
〇
〇
年
度
に
引
き
続
き
、
社
会
保
障
の

た
め
の
勉
強
会
を
、
第
九
回
か
ら
第
十
五
回
ま

で
行

っ
た
。
そ
の
他
、
毎
月
の
例
会
に
加
え
て
、

九
月
の
富
山
で
の
第
二
十
回
全
国
大
会
、
十
二

月
の
二
回
に
わ
た
る
討
ち
入
リ
シ
ン
ポ
な
ど
、

い
ず
れ
も
盛
況
で
、
あ

っ
と
い
う
間
の

一
年
間

で
あ

っ
た
。

2001(平成 i3)年度・決算報告

議長の金森 トシエさん

収 入 の 部

科 目 決  算  額

前 年 度 繰 越 金 20,131,955

会 費 (合 入 会 金 ) 8,641,000

イ ベ ン ト 収 入 318,900

印 刷 物 売 上

(印 刷物売上収益 )

(印  税  収  入)

1,002,808

(776,000

(226,800)

雑    収    入
(受  取  利  息)
(カ ン パ 、 他 )

115,228

(7,628)

(107,600)

/_N
計 30,209,891

支 出 の 部

科   目 決 算 額

会 報 製作 費 1,918,989

研 究 活動 費 1,324,287

会 員対 策 費 237,533

印刷物製作費 407,400

総  会  費 366,190

人  件  費 2,143,750

旅 費交通 費 423,970

送 料 通信 費 1,829,429

水 道 光熱 費 84,892

交  際  費 23,625

事  務  費 566,436

消 耗 品 費 211,890

雑 費 234,013

イベ ン ト費 996,642

予  備  費 0

次年度繰越金 19,440,845

合  計 30,209,891

(単位 :円 )

貸借対照表 2002(平成14)年 3月 31日 現在

借  方 (資 産 ) 貸 方 (負債・基金)

科   目 金  額 科   目 金   額

現 金 4,916 前 受 会 費 108,000

預 貯 金 13,747,582 前受金lFll層物売D 72,000

定 額 預 金 10,000,000 修 繕 積 立 金 4,150,753

一則 払 金 19,100 次 年度繰越金 19,440,845

合  計 23,771,598 合  計 23,771,598
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◎
第
二
号
議
案

「
二
〇
〇

一
年
度
収
支
決
算
報
告
」袖
井
孝
子

イ
ベ
ン
ト
収
入

ｏ
雑
収
入
に
つ
い
て
は
予
算

に
満
た
な
か
っ
た
が
、
会
費
収
入
、
印
刷
物
売

り
上
げ
が
予
算
を
上
回
り
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
し

た
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
会
報
製
作
費
以
外
は
、

す
べ
て
予
算
を
下
回
っ
て
お
り
、
節
約
に
努
め

た
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

●
監
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
房
子

密
度
高
く
、
精
力
的
な
事
業
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
活
動
報
告
の
通
り
で
あ
る
。

会
計
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
。
会
報
製
作
費
の
み
が
予
算
を
越
え
て
い

る
が
、
こ
れ
は
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
と
い

2002年度活動計画
1.シ ンポジウム
◎第21回女性による高齢社会シンポジウム 熊本大会
く期 日〉 9月 7日 lD～ 8日 (El  く会 場〉熊本県立劇場
〈テーマ〉「安心・安全の地域創造」一パートナーシップで今を生き未来を創る一

◎歳末名物東京シンポ (女たちの討ち入リシンポ)
〈期 日〉12月 14日 0  く会 場〉女性と仕事の未来館
2.会報  年 6回 (隔月刊)+2回 臨時増刊号=8回発行
3.例会
4月 5～ 9日 高連協ツアーに参加し「第 2回高齢化に関する世界会調  (スペイン)

に出席
5月 18日    勉強会「ケアマネが語る介護の現場」

講師 0橋本泰子氏、岡島潤子氏、斎藤恵子氏
6月 22日   ティーチイン「施行 2年、介護保険の通知表」講師・池田省三氏他
7月 12日   報告会「マ ドリッド会議のすべて」椋野美智子氏他ツアー参加者
8月 24日    「ヌエック」女性学・ジェンダー研究フォーラムに参加

「80代元気女性は社会の財産」調査報告と討議
9月 7～ 8日 熊本大会
10月 以降   勉強会 (講師予定 :労働問題/中島通子氏、住宅問題/加納美佐子氏)

share the careワ シントン会議 (10/12～ 14)
12月 14日   女たちの討ち入リシンポ (女性と仕事の未来館と共催)
1月 以降   勉強会、調査報告会など   3月  海外視察予定
4.出版  全国大会 (富山)報告集
5。 調査・研究  「高齢女性の住まいの実態と新しい高齢者向け住宅の現状に関す

る研究」働倶進会研究助成事業
6.オープンハウス  原則として奇数月の第4月 曜日 (於 :事務局)
7.総会 (年 1回 )、 理事会 (年 1回 )、 運営委員会 (月 1回 )
8。 その他

袖井孝子さん
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藤原房子さん

う
会
の
目
的
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
る
。
会
員
対

策
費
の
支
出
が
少
な
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

会
報

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
補
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
項
目
が
軽
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
に
か
か

わ
る
費
用
を
、
次
年
度
か
ら
見
込
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
、
地
方
大
会

の
あ
り
方
を
、
会
の
目
的
に
照
ら
し
て
効
率
的

に
ど
う
運
ぶ
か
、
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
課
題

の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、　
ペ
イ
オ
フ
対
策

に
つ
い
て
も
、
来
年
四
月
以
降
の
こ
と
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
後
、
第

一
、
第
二
号
議
案
拍
手
で
可
決
。

2002(平成 14)年度・予算

J又 入 の 部

不斗 目 予 算 額 備 考

前 年 度繰 越 金 19,440,845

会費 (合入会金) 8,000,000 個人会員1,100人 、グループ会員100、 賛助会員 8人

印 刷 物 売 上 1,000,000 印刷物売上、印税収入

雑  収  入 1,000,000 寄付金、受取利息ほか
イベ ン ト収 入 700,000 第21回 シンポジウム (熊本)、 歳末東京シンポジウム

合 計 30,140,845

支 出 の 部

不斗 目 予 算 額 備 考

会 報 製 作 費 1,800,000 2,250部 (8～ 16頁 )× 8回、印刷代、原稿料、編集費

研 究 活 動 費 1,400,000 月例会、シニ研勉強会、議員勉強会等

会 員 対 策 費 500,000 入会資料、封筒代、オープンハウス

印刷物製作 費 1,000,000 第20回 シンポジウム集、ほか

総 会 費 400,000

人 件 費 2,500,000 事務局 (専従 2人 )、 ボランティア

旅 費 交 通 費 500,000 事務局・運営委員交通費ほか

送 料 通 信 費 2,000,000 会報送料、電話代ほか

水 道 光 熱 費 100,000

交  際  費 70.000 慶弔費、管理人さんへ季節の挨拶等

事  務  費 600.000 事務用品、コピー代、税理士手数料

消 耗 品 費 300,000 コピー機ローン代

雑 費 250,000 管理費等

イ ベ ン ト費 1,200,000 第21回 シンポジウム (熊本)、 歳末東京シンポジウム

予 備 費 17,520,845

次 期 繰 越 金 0

計合 30,140,845

-5-
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◎
第
二
号
議
案

「
二
〇
〇
二
年
度
活
動
計
画
」
　

樋
口
恵
子

活
動
の
柱
で
あ
る
情
報
活
動
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ

化
が
、
昨
年
度
か
ら
当
会
で
も
進
ん
で
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
会
員
か
ら
の
意
見

を
募
り
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
九
月
の
熊
本
県
で
の

全
国
大
会
、
歳
末
の
討
ち
入
リ
シ
ン
ポ
な
ど
の

計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
四
月
に
は
、
高
齢
社

会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
協
議
会
の

一
員
と
し
て
ス
ペ
イ

ン
に
お
け
る

「高
齢
化
に
関
す
る
世
界
会
議
」

に
参
加
し
た
。
こ
の
報
告
会
が
七
月
に
行
わ
れ

る
。
ま
た
、
社
会
保
障
の
た
め
の
勉
強
会
を
中

心
に
、
月

一
回
の
例
会
は
継
続
し
て
い
く
。

調
査

ｏ
研
究
活
動
と
し
て
は
、
（財
）
倶
進
会

か
ら
の
百
万
円
の
助
成
に
よ
り
、
「高
齢
女
性
の

住
ま

い
の
実
態
と
新
し
い
高
齢
者
向
け
住
宅
の

現
状
に
関
す
る
研
究
」
を
行
う
。
こ
の
結
果
を
、

一
人
生
き
残
る
女
性
の
終
の
棲
家
に
つ
い
て
の

提
案
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

計
画
案
の
中
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
二

十

一
世
紀
前
半
、
日
本
と
同
様
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
で
あ
ろ
う
ア
ジ
ア
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
進
め
た
い
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女

性
た
ち
の
支
援
も
行
い
た
い
。

会
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
方
大
会
に
よ

る
収
入
も
、
以
前
の
よ
う
に
は
見
込
め
な
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
積
立
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
各
会

員
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
的
会
員
を
ふ
や
す
た
め

の
協
力
を
お
願

い
す
る
。

◎
第
四
号
議
案

「
二
〇
〇
二
年
度
予
算
案
」
　
　
望
月
幸
代

活
動
計
画
に
基
づ
く
予
算
案
で
あ
る
。
昨
今

の
経
済
状
況
に
よ
り
、
次
年
度
繰
越
金
が
年
々

少
な
く
な

っ
て
い
る
。
昨
年
度
と
比
べ
て
、
雑

収
入
の
百
万
円
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は

（財
）
倶
進
会
か
ら
の
助
成
金
で
あ
る
。

こ
の
後
、
第
二
、
第
四
号
議
案
拍
手
で
可
決
。

総
会
は
、
無
事
終
了
し
た
。

●
熊
本
大
会
実
行
委
員
長
よ
り
　
平
野
多
嘉
子

熊
本
大
会
の
準
備
は
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

女
性
知
事
で
あ
る
潮
谷
熊
本
県
知
事
、
堂
本
千

葉
県
知
事
と
樋
日
代
表
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ー
、
五
つ
の
分

科
会
等
、
熊
本
な
ら
で
は
の
興
味
深
い
企
画
を

用
意
し
て
い
る
。
多
く
の
方
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
る
。

（筒
井
圭
子
・
記
）

望月幸代さん

熊本大会実行委員長。平野多嘉子さん
と九反田さん。福岡さん
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黎
Ｋ

Ｋ

購

購

酪

購

購

購

締

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
満
二
年
を
過
ぎ
、
二
〇
〇
三
年

に
は
介
護
保
険
料

・
給
付
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。

厚
生
労
働
省
は
審
議
会
で
検
討
中
だ
が
、
当
会
で
も
介
護
保

険
を
採
点
し
見
直
し
に
向
け
て
声
を
届
け
よ
う
と
、
総
会
に
続

き
全
国
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
会
員
に
よ
る
テ
ィ
ー
チ

・
イ
ン
を

行
っ
た
。
北
は
山
形
県
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
、
代
表
十
名

（う

ち

一
名
は
書
面
参
加
）
が
、
壇
上
に
並
ん
だ
。

司
会
は
、
樋
日
代
表
と
高
見
澤
た
か
子
理
事
。
高
見
澤
理
事

は
厚
生
労
働
省
の
介
護
保
険
介
護
報
酬
分
科
会
委
員
を
務
め
る

樋
口
代
表
の
代
理
出
席
者
と
も
な

っ
て
い
る
。
そ
の
分
科
会
に

お
い
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
個
室
化
問
題
が
話
し
合
わ
れ

た
時
、
「特
養
の
個
室
化
が
今
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当
会
で
は
、

十
年
、
二
十
年
前
か
ら
提
言
し
て
い
る
。
今
、
決
め
な
け
れ
ば

国
辱
も
の
で
す
」
と
発
言
し
た
と
言
い
、
樋
口
さ
ん
か
ら
、
「戦

中
派
の
心
意
気
で
す
ね
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

最
初
は
龍
谷
大
学
の
池
田
省
三
教
授
が
、
デ
ー
タ
に
見
る
地

域
介
護
力

『介
護
保
険
給
付
に
よ
る
地
域
格
差
の
分
析
』
と
し

て
話
さ
れ
た
。

樋
口
さ
ん
よ
り

「介
護
を
す
す
め
る

一
万
人
市
民
の
会
」
の

仕
掛
人
で
あ
り
、
介
護
保
険
の
産
み
の
父
、
育
て
の
父
と
紹
介

さ
れ
る
と
、
池
田
教
授
は
、
コ
一五
〇
〇
日
介
護
保
険
を
考
え
て

い
る
男
で
す
」
と
胸
を
張

っ
た
。

池
田
教
授
は
、
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
介
護
保
険
の
地
域
格

差
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
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タ

ル
ー
プ
別
に
見
た
地
域
の
特
徴
〉

高
齢
者

一
人
あ
た
り
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付

額
を
縦
軸
と
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
額
を
横

軸
と
す
る
。
全
国
平
均
を
中
心
に
四
等
分
し
、

グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。

Ａ
プ
ロ
ッ
ク
は
、
在
宅
重
視
型
。
大
都
市
を

中
心
と
し
て
お
り
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
大

阪
府
な
ど
、
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
が
突
出
し
て
お
り
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
は
少
な
い
。
療
養
型
病
床
群
や
老
人
保
健
施

設
も
少
な
い
。
特
に
神
奈
川
県
は
施
設
が
極
端

に
少
な
い
。
東
京
都
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
あ
る
。
た
だ
し
、
多
摩
地
区
に
集
中
し
て

い
フ０
。
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
施
設
利

用
も
高
い
。
九
州
や
四
国
地
方
に
多
い
。
沖
縄

県
は
過
剰
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
、
群
を

抜
い
た
利
用
で
あ
る
。

Ｃ
プ
ロ
ッ
ク
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
も
在
宅
サ
ー

ビ
ス
も
使

っ
て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
少
な
い

貧
困
型
で
あ
る
。
北
関
東

ｏ
東
北
各
県
に
多
い
。

茨
城
県
は
特
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
低
い
。

Ｄ
プ
ロ
ッ
ク
は
、
施
設
依
存
型
で
、
高
知
県
、

富
山
県
、
山
口
県
、
北
海
道
な
ど
。
高
知
市
は

病
院
銀
座
と
言
わ
れ
る
程
で
、
医
療
系
の
療
養

型
病
床
群
が
多
い
。
北
海
道
は
施
設
中
心
で
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ

２

つ

。

最
も
す
ば
ら
し
い
市
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
と
見

渡
し
た
と
こ
ろ
武
蔵
野
市

（東
京
都
）
が
あ

っ

た
。
こ
こ
の
市
長
は
介
護
保
険
に
反
対
と
い
う

立
場
で
あ

っ
た
が
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
制
度
が
整

え
ら
れ
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
施
設
利
用
率

も
高
い
が
、
こ
れ
は
小
規
模
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
作

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
武
蔵
野
市
で

は
、
住
み
な
れ
た
街
で
老
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

滋
賀
県
の
米
原
町
は
、
さ
ら
に
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
施
設
利
用
は
全
国
平

均
よ
り
低
め
で
介
護
保
険
が
め
ざ
す
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
近
づ
い
て
い
る
。

第
Ｉ
表
を
見
た
だ
け
で
も
地
域
格
差
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
る
。

施
設
型
に
す
る
の
か
、
在
宅
型
に
す
る
の
か
、

費
用
が
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
。
療
養
型
病
床

群
で
は
、　
一
人
あ
た
り
月
額
四
十
五
万
円
か
か

る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
二
十
三
万
円
程

度
だ
。

出
形
県

・
佐
藤
俊
子
さ
ん

山
形
県
の
介
護
保
険
料
は
二
〇
七
五
円
か
ら

三
二
〇
〇
円
で
平
均
は
二
五
七
五
円
。
高

い
所

は
施
設
依
存
率
が
高

い
。
介
護
保
険
の
ス
タ
ー

ト
時
は
介
護
度
が
高
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ

と
で
、
隣
よ
り
も
う
ち
が
低
い
と
い
っ
た
苦
情

が
あ

っ
た
が
、
利
用
し
て
い
く
う
ち
に
、
介
護

度
が
高
い
と
負
担
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
介
護
度
が
高
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
く
な

っ
た
。

在
宅
と
施
設
の
割
合
は
七
対
三
で
、
伸
び
率

は
在
宅
で

一
五
％
。
人
口

一
万
人
位
の
町
で
介

護
保
険
に
つ
い
て
介
護
者
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

肉
体
的
負
担
は

「変
わ
ら
な
い
」
四
三
％
、
「や

や
減

っ
た
」
二
九
％
、
精
神
的
負
担
は

「や
や

減

っ
た
」
が
多
く
、
経
済
的
負
担
は
増
え
た
が

「良
し
」
と
し
て
い
る
。

共
働
き
率
日
本

一
だ
が
、
男
性
の
家
事
参
加

率
は
低
く
、
男
が
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
や
め

る
と
賞
賛
さ
れ
る
の
に
、
女
、
特
に
嫁
が
仕
事

を
や
め
な
い
と

「ま
だ
や
め
な
い
」
と
非
難
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
壌
に
風
穴
を
開
け
、
風

通
し
を
よ
く
し
て
い
く
の
が
、
山
形
県
の
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
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給
付
額
が
保
険

料
に
は
ね
か
え

っ

て
く

る

の
で
、

ベ
ッ
ド
を
ど
れ
だ

け
作
る
の
か
と
い

う
の
は
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
ベ
ッ

ド
は
作
れ
ば
作
る

だ
け
う
ま

っ
て
し

十
で
つ
。

介
護
保
険
制
度

と
は
、
使
う
こ
と

を
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
制
度
で
、

そ
れ
は
そ
れ
で
良

い
制
度
な
の
だ
が

負
担
に
は
ね
か
え

ワ^
）。わ
が
町
を
ど
う

い
う
場
所
に
位
置

づ
け
た
い
か
と
、

市
民
が
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

表 I

A          ＼

｀ ~¬ ~‐

C                        i 
晨瞼‖水準 25∞円ライン

りヽ 一 =齢■1人当たり籠餃サービス綸付■ ― 大

高齢者1人当たり在宅・施設サービス給付額の比較 2∞ 1年 10月綸付分

長
野
県

・
滝
沢
歳
ミ
さ
ん

新
設
さ
れ
た
施
設
や
県
の

「苦
情
相
談
窓
口
」

で
は
閑
古
鳥
が
鳴

い
て
い
る
そ
う
だ
が
、
利
用

し
て
い
る
仲
間
か
ら
は
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。

施
設
利
用
者
の
本
音
は
、
「家
族
の
負
担
を
考

え
入
所
し
た
が
、
で
き
れ
ば
家
で
暮
ら
し
た
い
。

い
つ
も
独
り
ぼ
っ
ち
で
捨
て
ら
れ
た
気
分
だ
。

が
ま
ん
し
て
い
る
が
せ
め
て
窓
か
ら
で
も
生
活

し
て
い
た
世
界
が
み
た
い
。
今
の
特
養
は
は

っ

き
り
言

っ
て
寝
た
き
り
痴
呆
の
製
造
所
。
リ

ハ

ビ
リ
に
も

っ
と
力
を
入
れ
て
、
年
を
と

っ
て
も

夢
を
失
わ
ず
に
生
き
た
い
」
と
話
す
。

介
護
保
険
の
目
指
し
た
も
の
は
、
重
度
の
障

害
を
持
つ
高
齢
者
で
も
地
域
社
会
の
中
で
生
き

て
い
け
る
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず
。
自
立
支
援
が

き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
か
を
問
い
た
い
。

採
点
は
、
と
も
か
く
こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
う
こ
と
で
五
〇
点
、
質
は
と
も
か
く

形
の
上
で
努
力
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
五
点
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
宅
老
所
が
家
庭
の
延
長
線
上

に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
期
待
を
込
め
て
三
点
を

加
算
し
、
合
計
五
八
点
を
つ
け
た
い
。

今
後
は
、
「高
齢
者
」
が
参
加
で
は
な
く
、
参

画
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
は
し
い
。
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〈認
定
率
と
介
護
綸
付
金
〉

介
護
保
険
の
認
定
率
が

一
番
高
い
県
は
沖
縄

県
で

一
六

・
八
％
で
あ
る
。　
一
人
あ
た
り
の
介

護
給
付
は
、
二
万
四
六
二
五
円
に
な

っ
て
い
る
。

認
定
率
の

一
番
低
い
茨
城
県
は
九

・
六
％
で
、

給
付
も

一
万

一
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
（表
Ⅱ
）

認
定
率
が

一
番
高
い
市
は
名
瀬
市
で
、
二

一
％

の
人
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
調
査
に
行

っ
て
み

た
ら
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
で
、
気
候
も
良
く
、

平
均
余
命
が
長
い
。
名
瀬
市
を
入
れ
て
、
上
位

五
県
、
下
位
五
県
を
表
に
し
た
の
が

（表
Ⅲ
）

で
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
認
定
率
の
差
が
要
支
援
と

要
介
護
１
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
認
定
率
の

高
い
所
は
要
支
援
、
要
介
護
１
の
レ
ベ
ル
の
人

た
ち
が
、
認
定
請
求
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
二

一
％
の
人
が
認
定
さ
れ
て
い
る
名
瀬
市
が
介
護

保
険
の
完
成
し
た
形
だ
ろ
う
。
実
際
、
認
定
率

一
二
％
の
市
で
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
の
調

査
を
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
要
支
援
と
要
介
護

１
で
あ

っ
た
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
が
家
族

と
生
活
し
て
い
る
と
介
護
保
険
は
使
わ
な
い
。

認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
、
介
護
保
険
を
使

っ

て
い
な
い
。
利
用
率
が
低

い
と
い
う
こ
と
が
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
利
用
し
て
い
な
い
人
の
約
半
分

が
、
必
要
が
な
い
か
ら
と
答
え
て
い
る
。
入
院

し
て
い
る
の
で
と
い
う
人
が
、
四
分
の

一
で
、

お
金
が
無
い
か
ら
使
え
な
い
と
い
う
の
は
、
二

。

五
％
だ

っ
た
。

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
と
の
比
較
を
み
る
と

（
一

マ
ル
ク
六
〇
円
で
換
算
）、
日
本
の
介
護
保
険
が

ひ
と
り
ま
た
は
、
老
夫
婦
の
世
帯
を
考
え
て
、

支
給
限
度
額
を
設
定
し
て
い
る
の
で
ド
イ
ツ
に

比
し
て
高
い
額
に
な

っ
て
い
る
。

〈在
宅
サ
ー
ビ
ス
綸
付
費
と
県
民
所
得
〉

お
金
が
無
い
人
が
使
え
な
い
と
い
う
話
が
あ
っ

て
、
本
当
か
な
と
思

っ
て
調
べ
て
み
た
。
在
宅

サ
ー
ビ
ス
費
と
県
民
所
得
の
関
係
が
ど
う
な

っ

て
い
る
の
か
を
見
た
も
の
が

（表
Ⅳ
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
逆
相
函
関
係
に
な

っ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

沖
縄
県
は
極
端
に
所
得
が
低
い
。
特
に
戦
後

の
米
軍
政
下
に
お
い
て
年
金
制
度
が
遅
れ
た
た

め
に
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
無
年
金
者
や

低
年
金
者
が
多
い
。
そ
の
所
得
の
極
瑞
に
低
い

横
浜
市

・
田
巻
雪
子
さ
ん

介
護
当
事
者
の
会
と
し
て
十
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、　
〓

一
一
名
の
会
員
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
介
護
の
期
間
が
長
く
、

三
二
％
は
介
護
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

意
見
の
多
か

っ
た
二
点
に
つ
い
て
訴
え
た
い
。

●
痴
呆
性
高
齢
者
に
つ
い
て

受
診
が
困
難
な
の
で
介
護
保
険
申
請
時
に
往

診
で

「
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
」
を
記
入
し

て
は
し
い
。
入
院
が
必
要
に
な

っ
て
も
、
個
室

利
用
と
、
家
族
の
付
添
を
要
求
さ
れ
る
。
介
護

保
険
で
付
添
を
つ
け
て
も
ら
え
な
い
か
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
身
体
機
能
が
衰
え
る
と

退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
横
浜
で
は
発
足

か
ら
五
年
を
経
過
し
て
よ
う
や
く
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
を
目
指
す
よ
う
に
な

っ
た
が
、
職
員
増
の

た
め
の
補
助
費
を
出
し
、
終
の
棲
家
と
し
て
安

心
し
て
生
活
で
き
る
場
所
に
し
て
ほ
し
い
。

●
緊
急
時
の
対
策
を
き
ち
ん
と
立
て
て
ほ
し
い

老
老
介
護
の
多
い
中
、
持
病
を
持
つ
介
護
者

も
多
く
共
倒
れ
の
危
険
が
多
い
。
施
設
の
少
な

い
神
奈
川
県
で
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
予
約
で

い
っ
ぱ
い
で
緊
急
時
に
対
応
で
き
な
い
。
介
護

者
の
生
活
も
守
る
制
度
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。
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沖
縄
県
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が

一
番
高
い
。

東
京
都
は
特
に
所
得
が
高
い
が
、
施
設
が
無

い
の
で
在
宅
で
や
る
し
か
な
い
。
そ
の
東
京
都

を
除
く
と
、
平
均
化
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

介
護
保
険
は
福
祉
の
発
想
と
は
違
う
。
特
定

の
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
全
員
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
見
方
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
所
得
者
対

象
の
措
置
制
度
、
社
会
福
祉
制
度
か
ら
見
て
し

ま
う
の
で
、
介
護
保
険
が
見
え
な
い
。
情
緒
の

世
界
か
ら
科
学
の
世
界

へ
、
転
換
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

介
護
保
険
制
度
は
民
主
的
な
制
度
で
あ
り
情

報
公
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で
様
々
な
情
報
が
引
き
出
せ
る
。
自
分
の
町
の

介
護
保
険
が
ど

う
な

っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ

と
を
点
検
し
な

が
ら
私
た
ち
が

介
護
保
険
を
作

り
あ
げ
て
行
く
。

三
年
目
に
入

っ

て
皆
さ
ん
が
介

護
保
険
制
度
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
作

っ
て
発

信
し
て
行
く
こ

と
が
、
私
の
願

い
で
あ
る
。

表 H

野
田
市

。
筒
丼
圭
子
さ
ん

介
護
保
険
開
始
時
、
野
田
市
で
は
市
独
自
の

施
策
で
家
族
介
護
者
に
現
金
給
付
を
す
る
と
決

め
た
。

平
成
十
三
年
十

一
月
の
統
計
で
は
、　
一
万
八

五
〇
〇
人
の
高
齢
者
人
口
の
う
ち
認
定
を
受
け

た
の
は

一
七
四
五
人
、
訪
間
介
護
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
の
現
金
給
付
の
受
給
者
は
六

六
四
人
、
逆
に
訪
間
介
護
の
利
用
者
は
三
〇
〇

人
と
少
な
い
が
、
開
始
前
に
は

一
〇
〇
人
、
そ

れ
が
三
倍
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
確
実
に
増
え

て
い
る
。
現
金
給
付
の
方
も
、
平
成
十
四
年
度

で
打
ち
切
り
と
市
長
が
明
言
し
て
い
る
。

野
田
市
で
は
、
ま
だ
ま
だ
何
代
も
ず

っ
と
住

み
続
け
て
い
る
家
が
多
く
、
近
く
に
住
む
親
族

も
多

い
た
め
、
家
族
の
介
護
が
得
や
す
く
、
そ

の
た
め
か
、
他
県
に
比
べ
る
と
公
的
な
介
護

ヘ

の
意
識
が
遅
れ
て
い
る
と
思
う
。

採
点
は
、
相
対
評
価
で
見
る
と

「
二
」
と
い

う
と
こ
ろ
だ
が
、
今
ま
で
に
比
べ
る
と
、
行
政

が
介
護
問
題
に
目
を
向
け
、
対
策
を
立
て
る
よ

う
に
な

っ
た
こ
と
と
、
確
実
に
利
用
者
が
増
え

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
絶
対
評
価
は

「
四
」

く
ら
い
だ
ろ
う
か
。

表 II
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三
重
県

・
高
橋
恵
美
子
さ
ん

桑
名
市
は
二
重
県
と
い
っ
て
も
名
古
屋
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な

っ
て
い
る
。
人
口

一
一
万

人
の
城
下
町
で
高
齢
化
率

一
六
％
。
持
ち
家
率

七
〇
％
以
上
で
高
齢
者
が
幅
を
利
か
せ
る
古
い

体
質
の
町
で
あ
る
。

市
で
在
宅
で
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
通
所
介
護
が

一
番
使

わ
れ
て
お
り
次

い
で
訪
問
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
と
続
く
が
、
全
体
に
今
後
は
も

っ
と
利
用

し
た
い
と
い
う
希
望
が
多
か

っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
を

「増
や
せ
な
い
」
理
由
と
し
て
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」
三
七
％
、

「す
で
に
限
度
額
い
っ
ぱ

い
使

っ
て
い
る
」
二

六

・
六
％
、
「家
族
と
本
人
の
希
望
が
合
わ
な
い
」

三
二

・
四
％
、
「利
用
料
が
高
い
」

一
二

・
七
％

と
な

っ
て
い
る
。
「介
護
負
担
が
軽
く
な

っ
た
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、
二
五

・
七
％
の
人
が

「楽

に
な

っ
た
」
と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
は
要
介
護

二
～
四
の
人
に
多
く
、
「重
く
な
っ
た
」
六

・
五
％

は
す
べ
て
要
介
護
五
の
人
だ

っ
た
。

五
六

・
四
％
の
人
が

「満
足
」
と
回
答
し
て

お
り
、
行
政
も
努
力
し
て
い
る
の
で
、
採
点
は

七
〇
点
。

石
川
県

・
常
光
利
恵
さ
ん

人
口
六
万
七
〇
〇
〇
人
の
松
任
市
で
市
会
議

員
と
し
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
市
政
に
目
を
光

ら
せ
て
い
る
。

松
任
市
で
は
ス
タ
ー
ト
時
の
介
護
保
険
料
二

六
〇
五
円
、
こ
ん
な
に
安
く
て
や

っ
て
い
け
る

の
か
と
案
じ
て
い
た
ら
、
こ
の
三
年
間
で
二
億

円
の
借
金
を
抱
え
て
し
ま

っ
た
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し
で
、
現
状
維
持
の
た

め
に
五
百
円
、
借
金
返
済
に
五
百
円
、
今
後
の

伸
び
率
を
考
慮
し
て
五
百
円
と
い
う
こ
と
で
、

一
挙
に
四
千
円
台
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
市
長
は
入
所
施
設
を
作
る
と
い
っ

て
い
る
。

私
た
ち
は

「高
齢
者
が
諦
め
て
入
る
と
い
う

施
設
を
作
る
の
か
、
在
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な

施
策
を
取
り
入
れ
る
の
か
、
ど
ち
ら
が
い
い
の

か
」
と
詰
め
寄

っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
事
者
が

「腹
に
力
を
入
れ
て
物
申

せ
る
よ
う
に
」
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
玉

に
し
な
が
ら
、
在
宅
か
施
設
か
、
自
己
選
択
で

決
め
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
、
質
と
も

に
充
実
さ
せ
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

大
阪

・
田
中
美
智
子
さ
ん

来
年
の
見
直
し
に
向
け
て
提
言
書
を
出
す
べ

く
活
動
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
六
回
の
勉
強

会
を
持

っ
た
。

一
回
目
は
利
用
者
と
家
族
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

迎
え
、
当
事
者
か
ら
み
た
介
護
保
険
、
二
回
目

は
施
設
運
営
者
、
三
回
目
は
介
護
労
働
者
、
四

回
目
は
施
策
決
定
に
関
わ
る
四
名
の
女
性
議
員
、

五
回
目
は
消
費
者
の
視
点
か
ら
み
た
介
護
保
険

と
い
う
こ
と
で
、
弁
護
士
を
招
い
た
。

六
回
目
は

「介
護
保
険
の
近
未
来
を
語
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
樋
口
代
表
の
話
だ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
介
護
保
険

を
取
り
上
げ
、
話
し
合

っ
た
こ
と
で
問
題
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
研
究
会
で
は
、

延
べ
四
百
名
の
参
加
者
で
改
革
に
つ
い
て
熱
心

に
話
し
合

っ
た
。

大
阪
に
は
現
在
二
〇
名
の
女
性
議
員
が
い
る

が
、
や
は
り
政
治
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
痛
感
し
て
い
る
。

現
在
、
研
究
会
で
介
護
保
険
見
直
し
に
関
わ

る
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
「利
用
者
本
位
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
持

っ
た
内
容
」
に
な
る

だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。
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島
根
県

。
加
藤
尚
子
さ
ん

（当
日
出
席
で
き
な
い
か
ら
と
送
ら
れ
て
き
た

報
告
書
を
、
高
見
澤
理
事
が
代
読
）

松
江
市
は
人
口
一
五
万
人
、
高
齢
化
率

一
九

・

〇
四
％
、
介
護
保
険
の
認
定
申
請
率

一
五

・
七
％

と
い
う
現
状
。

介
護
保
険
は
期
待
さ
れ
た
割
に
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
が
少
な
く
、
施
設
も
不
足
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
困

っ
た
こ
と
に
、
そ
う
い
っ
た

現
状
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
よ
う
な
事
業
者

も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
民

団
体
の
中
か
ら
、
成
年
後
見
制
度
や
第
二
者
評

価
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

私
ど
も

「
ぶ
ど
う
の
会
」
で
も
、
月
に
二
回

各
施
設
を
訪
問
し
、
入
所
者
か
ら
苦
情
を
聞
く

よ
う
に
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
苦
情

を
話
し
て
も
ら
え
る
ま
で
に
は
な

っ
て
い
な

い

が
、
こ
う

い
っ
た
地
道
な
活
動
が
、
当
事
者
の

意
見
を
く
み
上
げ
、
風
穴
を
開
け
る
も
の
と
な

り
、
改
善
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

期
待
し
て
い
る
。

北
九
州
市

・
冨
安
兆
子
さ
ん

北
九
州
市
は
人
口

一
〇
二
万
人
の
政
令
指
定

都
市
。
高
齢
化
率

一
九
％
を
越
え
、
七
五
歳
以

上
の
二
五
％
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
。

市
は
ま
め
に
調
査
を
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
施

策
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
れ
も
当
会
が
行
政
の

お
尻
を
た
た
い
て
き
た
効
果
で
あ
る
。

現
在
の
保
険
料
は
三

一
五
〇
円
で
五
段
階
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
介
護
保
険
計
画
策
定
委
員

会
で
は
、
こ
の
保
険
料
を
め
ぐ

っ
て
低
所
得
者

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
話
し
合

っ
て
い
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の

三
割
が

「多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
介
護
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
」
と
答

え
て
い
る
。
ま
た
、
六
割
の
人
が
在
宅
で
の
生

活
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
現
状
の
中
で
、
当

会
で
は
在
宅
で
の
介
護
を
手
厚
く
す
る
よ
う
施

策
誘
導
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
養
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
も
二
年
続
け
て
調
査
し
た
結
果
、

よ
く
す
る
た
め
に
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

共
通
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
も
六
割
が

「や
む
な
し
」

と
受
け
入
れ
て
お
り
、
い
か
に
内
容
を
よ
く
し

て
い
く
か
が
当
会
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

熊
本
県

・
平
野
多
嘉
子
さ
ん

熊
本
は
非
常
に
高
齢
化
率
の
高
い
所
で
、
天

草
な
ど
郡
部
で
は
三
〇
％
を
越
え
る
が
、
こ
の

よ
う
な
所
に
は
施
設
が
な
い
な
ど
施
策
が
不
十

分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
で

一
番
要
望
が

高
い
の
が
介
護
者
が
病
気
に
な

っ
た
時
、
代
わ

り
に
介
護
し
て
く
れ
る
人
が
す
ぐ
に
欲
し
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
情
報
が
欲
し
い
と

い
う
意
見
も
多
か
っ
た
。

私
見
と
し
て
は
、
在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
力

を
入
れ
て
自
立
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
介
護
者

も
楽
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
年
の
熊
本
大
会
で
は
、
二
つ
の
分
科
会
で

介
護
保
険
の
問
題
と
終
の
棲
家
の
問
題
を
と
り

あ
げ
る
。

ぜ
ひ
と
も
皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ

さ
り
、
火
の
国
熊
本
で
、
熱
い
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

第
二
十

一
回
熊
本
大
会
実
行
委
員
長
の
平
野

多
嘉
子
さ
ん
か
ら
、
総
会
に
引
き
続
き

「九
月

七
日
、
八
日
に
熊
本

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と

の
ご
案
内
が
あ
り
、
再
会
を
約
し
て
幕
を
降
ろ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（自
井
千
賀
子
・
記
）



リ
レ
ー

。
エ
ツ
セ
イ

⑩

含
唱
団
の
再
生

ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
、
私
た
ち
の
合
　
　
も

一
様
で
は
な
く
な

っ
た
。
そ
れ
に
も
増
し

唱
団
が
三
十
年
ぶ
り
に
甦

っ
た
の
Ｈ
　
　
　
　
　
　
楽
し
み
や
余
暇
の
過
ご
し
方
そ
の
も
の
が
多

も
う
絶
対
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
　
　
化
し
た
。

い
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
月
に

一
度
の
定
期
練
　
　
　
あ
ん
な
に
盛
ん
で
あ

っ
た
農
林
省
合
唱
団
も

習
を
、
本
当
に
始
め
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
世
代
交
代
も
ま
ま
な
ら
ず
、
団
員
も
働
き
盛
り

昔
は
職
場
で
も
コ
ー
ラ
ス
が
大
変
盛
ん
で
あ
っ
　
　
の
年
代
を
迎
え
、
四
十
年
代
半
ば
、
遂
に
活
動

た
。
農
林
省
合
唱
団
も
百
八
十
人
も
の
団
員
を
　
　
を
休
止
す
る
羽
目
に
な

っ
た
。
と
は
い
え
、
そ

擁
し
、
地
区
予
選
を
勝
ち
ぬ
い
て
全
国
大
会
で
　
　
の
当
時
私
は
地
方
勤
務
で
、
そ
の
決
定
に

一
票

優
勝
の
経
験
も
あ

っ
た
。
就
職
し
た
て
の
私
も
　
　
の
意
見
も
反
映
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。

そ
の
秋
に
京
都
大
会
に
参
加
、
三
位
の
感
激
を
　
　
　
今
回
、
「も
う

一
度
歌
い
た
い
」
と
の
声
が
上

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
っ
た
と
き
、
休
眠
状
態
に
入
っ
た
と
き
に
立

し
か
し
四
十
年
代
に
入
り
、　
コ
ー
ラ
ス
に
参
　
　
ち
会

っ
た
連
中
の
中
に
は

（あ
の
沈
滞
ム
ー
ド

加
し
よ
う
と
い
う
新
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
　
　
か
ら
考
え
て
）
「
で
き
る
わ
け
な
い
」
と
半
信
半

た
。
同
じ
音
楽
で
も
多
様
化
し
、
楽
し
む
手
段
　
　
疑
の
声
も
。

お

お

　

　

し

ま

大
　
島

ま

さ

　

　

こ

織
　
子

様 て ♂格♂ヽ♂ヽ♂ヽ♂ヽ♂ヽ♂ヽ♂ヽ

「
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
」
と
約
二
百
六
十
人

仝
員
に
き
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
五
十
人
が
参

加
希
望
。

と
い
う
わ
け
で
名
前
も
同
じ

「農
林
省
合
唱

団
」。
農
林
水
産
省
合
唱
団
で
な
い
と
こ
ろ
が
ミ

ソ
。
眠
り
か
ら
覚
め
た
だ
け
な
の
だ
か
ら
。
そ

し
て
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た

「農
林
省
」
の
名

前
を
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
い
こ
う
、
な
ん
て

勝
手
に
決
め
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
退
職
者
で
あ
る
。
よ

っ
て
平
均

年
齢
は
多
分
六
十
五
歳
く
ら
い
。
私
で
も
若
手

に
属
し
、
と
う
と
う
世
話
人
に
指
名
さ
れ
る
始

末
。
「も
う
高
齢
化
す
る
ば
か
り
で
ま
た
衰
退
？
」

と
の
心
配
は
当
分
無
用
。

来
年
は
設
立
五
十
年
に
気
付
い
た
方
が
い
て
、

演
奏
会
を
も
つ
夢
が
現
実
に
変
わ
る
か
も
し
れ

か
‘
い
。

青
春
気
分
の
再
生
で
も
あ
る
。

（次
回
は
交
渉
中
で
す
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

農
林
水
産
行
政
に
三
十
二
年
、
近
畿
農
政
局
長
を
最

後
に
退
官
。
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
顧
問
。
傍
ら
農
山
漁
村
活

性
化
の
た
め
の
諸
活
動
に
参
画
。
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○◎○○○◎◎○○○◎○◎男・老いを語る⑩

80歳を過ぎても
好奇心に満ちた眼差 しで

大学大学院工学研究科教授 )

と

外

螂

れ義
戦
山

○
０
０
０
０
◎
○
◎
◎
◎
◎

二
十

一
世
紀

へ
の
変
わ
り
目
に
私
は
五
十
歳
　
　
が
で
き
る
」
と
。

を
越
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん
彼
も
、
寄
る
年
波
に
、
身
体
の
動

か
つ
て
は
、
人
の
一
生
の
長
さ
の
目
安
で
あ
っ
　
　
き
や
そ
れ
に
よ
る
疲
れ
方
の
変
化
は
感
じ
て
い

た
歳
で
あ
る
。
二
十
歳
の
頃
の
私
は
、
五
十
歳
　
　
た
だ
ろ
う
。
映
画
の
中
で
は
七
十
歳
過
ぎ
だ
っ

な
ん
か
越
え
た
ら
心
の
振
り
幅
も
落
ち
着
い
て
、　
　
た
ア
シ
ュ
キ
ン
も
、
お
そ
ら
く
八
十
台
後
半
に

も

っ
と
枯
淡
な
人
間
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
　
　
な

っ
た
今
で
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
自
分
の
足

し
て
い
た
が
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
も
実
感
と
し
　
　
で
広
範
に
動
き
回
る
こ
と
も
出
来
な
く
な

っ
て

て
は
そ
の
頃
の
私
の
連
続
線
上
に
い
る
自
分
を
　
　
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
彼

感
ず
る
。
社
会
的
に
想
定
さ
れ
規
定
さ
れ
て
求
　
　
は
、
移
動
能
力
や
他
の
身
体
能
力
の
衰
え
は
、

め
ら
れ
る
歳
相
応
の
有
り
よ
う
や
、
否
定
し
が
　
　
機
械
力
や
サ
ー
ビ
ス
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、

た
く
身
体
の
そ
こ
こ
こ
に
自
党
さ
れ
る
衰
え
と
、　
　
好
奇
心
に
満
ち
た
眼
差
し
で
、
瑞
々
し
い
豊
か

そ
れ
を
内
側
か
ら
見
つ
め
心
揺
ら
ぐ
内
的
自
己
　
　
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

の
有
り
よ
う
と
の
距
離
が
、
こ
こ
へ
き
て
か
な
　
　
　
加
齢
と
共
に
、
移
動
能
力
を
は
じ
め
と
す
る

り
開
い
て
き
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
　
　
身
体
能
力
は
衰
え
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
そ
の
衰

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
に
よ
っ
て
精
神
世
界
を
衰
え
さ
せ
て
し
ま
う

私
の
好
き
な
建
築
家
で
あ
る
ラ
ル
フ
・
ア
シ
ュ
　
　
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
住
ま
い
や
街
の
バ
リ

キ
ン
が
、
以
前
、
映
画
の
中
で
以
下
の
よ
う
な
　
　
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
の
生
活
用
品
や
生
活
環
境
が
実
現
し
て
ゆ
け

「若
か
っ
た
頃
と
較
べ
て
今
は
は
る
か
に
速
　
　
ば
、
八
十
歳
を
越
え
て
も
好
奇
心
に
満
ち
た
眼

い
ス
ピ
ー
ド
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
　
差
し
で
、
瑞
々
し
い
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ

感
性
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
決
し
て
衰
　
　
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

え
て
い
な
い
し
、
長
年
の
経
験
か
ら
、
想
定
さ
　
　
　
瑞
々
し
く
保
た
れ
た
感
性
が
、
豊
か
な
人
生

れ
る
結
果
に
つ
い
て
の
見
極
め
も
早
く
な
っ
た
。　
　
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
人
生
の
中
で
も

っ
と

若
い
建
築
家
達
と

一
緒
に
共
働
す
る
仕
方
も
熟
　
　
も
豊
か
な
時
間
を
作
り
出
し
て
く
れ
る
に
違
い

達
し
て
き
た
し
、
以
前
の
数
倍
の
効
率
で
仕
事
　
　
な
い
。

○
◎
◎
○
◎
○
○
◎
○
○
○
◎
○
◎
○
◎
○
○
◎
○
○
○
◎
○
◎
○

1950年同山県生まれ、東北大学建築学科卒業っスウェーデン王立工科大学建築機能分析
研究所にて高齢者住環境研究。89年帰国。厚生省国立医療・病院管理研究所地域医療施

設計画研究室長、東北大学大学院工学研究科助教授を歴任後98年から現職。「クリッパ

ンの老人達―スウェーデンの高齢者ケア」、「グループホーム読本一痴果性高齢者ケア

の切り札」(編著)な ど著書多数。「ケアタウンたかのす」などで医療福祉建築賞受賞
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「
夫
婦
と

い
う
幸
福

夫
婦
と

い
う
不
幸
」

沖
藤
典
子
著

（集
英
社
刊
　

一
六
〇
〇
円
＋
税
）

夫
婦
と
い
う
ナ
ゾ
の
宇
宙
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

し
か
し
ま
こ
と
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
ご
と
く
、

刀
折
れ
矢
尽
き
、
テ
ー
マ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
だ

け
で
し
た
。
夫
婦
は
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
ね
。

夫
婦
観
も
結
婚
年
数
に
よ

っ
て
、
大
き
く
違

い
ま
す
ね
。
勝
負
は
高
齢
期
に
な

っ
て
か
ら
。

そ
ん
な
視
点
で
読
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
娘
が
で
き
ち

ゃ
っ
た
婚
し
た
と
き
」

沖
藤
典
子
著

（主
婦
と
生
活
社
刊
　
一
〓
一〇
〇
円
＋
税
）

タ
イ
ト
ル
は
品
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
味
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
書
い
た
つ
も
り
で
す
。

思
い
が
け
ず
祖
母
と
い
う
も
の
に
な

っ
て
、

共
働
き

マ
マ
で
あ

っ
た
過
去
を
思
い
出
し
、
保

育
政
策
に
改
め
て
目
が
い
き
ま
し
た
。

祖
母
が
切
り
裂
く
べ
き
闇
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
通
念
に
向
か

っ
て
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
世
代
の
育
成
の
た
め
に
、
愛
情
が
あ
ふ

れ
る
社
会
を
、
思
う
や
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
旅
」

中
里
知
恵
子

（上
毛
新
聞
社
刊

　

一
一
一〇
〇
円
＋
税
）

平
成
十
二
年
に
筆
者
は
大
学
教
員
の
職
を
定

年
で
退
官
し
た
。
人
生
の
転
機
を
迎
え
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド

ヘ
九
月
に
三
週
間
の
旅
に
出
る
。
目

的
は
十
五
年
前

ロ
ン
ド
ン
大
学
で
出
会

っ
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
部
に
移
住
し
た
イ
ギ
リ
ス
人

の
友
人
に
再
会
す
る
こ
と
。
す
で
に
地
域
予
防

医
療
の
専
門
医
を
退
い
て
八
四
歳
に
な
ら
れ
て

い
た
彼
女
の
周
辺
に
い
る
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
、　
一
高
齢
者
の
視
点
か
ら
み
た
か

っ
た
。

バ
ス
停
で
出
迎
え
た
彼
女
が
筆
者
の
重
い
旅

行
か
ば
ん
を
ひ
ょ
い
と
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
押
し

込
ん
だ
信
じ
が
た
い
光
景
か
ら
始
ま

っ
て
、
「
い

つ
も
忙
し
く
し
て
、
か
ら
だ
は
使
い
切
ろ
う
と

思

っ
て
い
る
。

今
、
元
気
で
も
い
つ
倒
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
ド
イ

ツ
系
イ
ギ
リ
ス
人
の
生
き
様
は
、

親
し
く
語

っ
て
く
だ
さ

っ
た
村
人
同
様
に
深
く

心
に
残

っ
た
。

人
々
と
の
対
話
は
録
音
し
、
国
語
体
で
読
み

易
く
ま
と
め
た
。
当
然
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
、

言
語
に
も
触
れ
て
い
る
。

ご
寄
付
の
お
礼

●
増
田
槽
子
様

（千
葉
県
松
戸
市
）
よ
り
総
会

記
念
に
と
、
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
故
稲
葉
文
子
様
の
ご
遺
族
よ
り
お
香
典
の

一

部
を
当
会
の
活
動
資
金
に
と
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

併
せ
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
で
代
表
が
お
願
い
申
し
上
げ
た

「住
宅

に
関
す
る
調
査
」
は
、
会
員
と
グ
ル
ー
プ
拡
大

会
員
全
員
の
ご
協
力
を
仰
い
で
の
大
規
模
調
査

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
作
成
を
八
月
中

に
行
い
、　
一
斉
に
皆
様
の
も
と
に
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
、
総
会
で
お
願

い
い
た
し
ま
し

た
が
、
全
国
大
会
の
会
員
チ
ケ
ッ
ト
売
上
金
は
、

当
会
の
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
で
地
元

・
熊

本
の
皆
様
の
厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
会
の
活
動
資
金
づ
く
り
の
た
め
に
、
チ
ケ
ッ

ト
の
お
申
し
込
み
は
東
京
事
務
局

へ
ど
う
ぞ
。

オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
は
九
月
二
十
日

（月
）
午

前
十

一
時
～
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
（新
井
倭
久
子
）

●               本の 自己紹介
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